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責任のレベルで止まっています。まだ上の、
より高いCSRの方向には行ってないのは事
実でありますし、マーケティングおいても 2.0
のレベルに止まっています。ですから、我々
日本企業はこの上の高いレベル、もう一段高
いレベルに 上げていかなければなりません。
もちろんこれを実行している会社もたくさん
あるわけですが。その段階で新しい競争優位
戦略が構築できるだろうと思います。実際に、
それを頑張っている企業をいろいろ経営リサ
ーチで見てきました。高橋先生のグループの
研究会で行きましたし、同時に私も 2016年、
ゼミ生を連れて、トヨタ、イオン、松下、そ
れからキャノンなども訪問しました。ここに
は書きませんでしたが、JICAも訪問して、実
際どのようなかたちで今の競争戦略を構築さ
れているかということを検証してきました。
先ほどの社会科学院のCSR青書において、日
本の会社もいろいろ評価されています。例え
ば、トヨタの場合は自動車産業においては今
5位です。1位は東風らしいです。それから、
イオンは小売業においては今 11位です。また
松下は、全体の外資企業の中でNo.5で、相当
高い評価を受けています。キャノンも全体の
中で今 8位です。ということで日本企業は相
対的に中国側の CSRの基準からしても、CSR
青書にしても、非常に高いレベルの評価を受
けています。それは今言ったような新しいレ
ベルにおける競争優位戦略を構築しようとし
ているが故にそういったことが言えるのでは
と思います。私の報告はこれをもちまして終
わりたいと思います。どうもありがとうござ
いました。 
 
